
岩手県大槌町「農業的土地利用に向けた取組の推進」

取組経過

今後の
方向性

① 育成方法の確立のため、ブルーベリーの試験栽培を継続

② 観光以外の販路を模索し、複数の販路を組み合わせた事業計画を策定
令和８年度：ブルーベリーの試験栽培を継続。（複数の条件設定のもと、町方地区の未利用

地の栽培環境に合った育成方法を検証。）

観光以外の販路の模索による収益計画の改善策を検討。（観光に加え、直売、
加工、ふるさと納税返礼品等の複数販路の組合せを検討。）

令和９年度：ブルーベリーの試験栽培の完了と農園事業展開に向けた準備

取組と
その効果

６～８月 ブルーベリー農園事業者を講師に招いた試験栽培・ワークショップの
実施
商圏分析や卸先ヒアリング等による投資・収支計画案の検討

９～11月 ブルーベリー農園の事業計画案を策定
生育状況や資金調達等の懸念から、事業化判断の延期を決定

12～２月 試験栽培と事業計画検討の継続を踏まえ、事業化に向けた次
年度以降のアクションプランを策定

1. 町内５個所で実施した同一育成方法による試験栽培にて、町内事
業者の基本的なブルーベリー栽培技術の知見獲得と、町方地区未
利用地における育成方法の課題の把握

2. ブルーベリー農園の事業化に向けた事業計画案の作成と事業実現
に向けた課題の明確化

3. 未利用地を活用したブルーベリー農園の実現に向けたアクションプラ
ンの策定

町中心部の未利用地活用にあたり、新たな産業を誘致することで、若年層
にとって魅力ある就労や活動の場を創出
•町中心部（町方地区）に残る未利用地を活用した移住定住促進や関係人口増加
の重要な要素である若年層にとって魅力ある新たな就労や活動の場の創出が急
務。
•町方地区で新たな産業として検討が進むブルーベリー農園事業の本格的な事業
化に向けて、専門講師の指導の下、試験栽培による栽培可否の検証及び、観光
を軸としたブルーベリー農園として事業化した場合の事業計画の策定を行う。
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